




要約:修正 1 歳 6 ヵ月と 3 歳の極低出生体重児(VLBW)に新版 K 式発達検査を実施した。修

正 1 歳 6 ヵ月の平均 DQ は 96.7 で領域間に差はなく 1:3～1:6 の発達検査項目通過率は全

て 50%以上であったのに対して、3 歳の平均 DQ は 87.3 で認知・適応領域の 2:6 超～3:0

の発達検査項目の通過率は 50%未満であり、空間関係の理解、指先の器用さが不得手であ

った。また同時に

行った家庭での遊びのアンケートにおいても指先の巧緻性を必要とするような遊びが少な

く、VLBW にとって 3 歳前の介入が重要であり、巧緻性を伸ばす課題と人との関わりを持

った遊びを柱にしたプログラムで働きかけていくことが効果的な介入となると考えられた。


